






















































　首長 Rollo に「公爵」の位が授与され，Rollo は初代ノルマンディー公爵 





最初の目的地 CAEN に向かう。CAEN はもともと小さな町であった。ここ
に堅固な城を築き，二つの修道院を寄贈し，この町を ROUEN と同じぐら
い戦略上重要な拠点に作り上げたのが Guillaume（ギョウム）である。その 







し，イングランドを征服し，イングランド王 William I として即位した人物













　それでは CAEN に到着する前に，ここノルマンディー出身の Guillaume
から始めてみたいと思う。
①　Guillaume
　Guillaume は，６代目ノルマンディー公爵である Duc Robert（ロベール）












彼の母親 Harlotte（または Aletta とも表記されている）は FALAISE の平
民の出身で，Robert の正妻ではなかったが Guillaume を出産した。このた
めに，彼は「私生児ギヨーム（‘Guillaume the Bastard＇）」というありがた
くない名前でも呼ばれていた。母親は後に Herluin of Conteville と正式に結









　　Harlotte / Aletta：Robert の内縁の妻，Guillaume の母
　　Mathilda / Matilda：Guillaume の妻,
　　Robert Count of Mortain：Guillaume の異父弟




  　　　　　┆  　　┌─────┐
　　Richard　　Robert　 ─ 　Harlotte　 ─ 　Herluin of Conteville 　　　　　　　　　　　　 │　　　　　　　   │
 　　　　　　　　　　　　 │　　　　　　　   │ 　　　　　　　　　　　　 │　　　　　　　   │ 　　　　　　　　　　　　 │　　　　　　  ┌─────┐
　　　Mathilda　 ──　 Guillaume　　　Odon　　　Robert
　ここで，CAEN に到着。雨は傘をさすほどでもない細かい雨に変わって















女はフランダース地方を治める Court Beaudoin Ⅵ の娘であった。ところ





Guillaume は男子修道院を，一方 Mathilda は女子修道院をそれぞれ献堂す
ることを約束して，教会側から結婚の許しを得たのである。そのために二人
の墓は別々に安置されている。Guillaume は男子修道院の中にある Saint-
Etienne Abby Church に埋葬されている（『アングロ・サクソン年代記』の



















Sweyne とその息子 Canute が LONDON に侵略してきた。当時のサクソン
王 Ethelred II は，２番目の妻 Emma と二人の子供をつれて，ノルマンデ
ィーに逃走した。このため，Sweyne が王として，イングランドを支配する
ことになった。ところが肝心の Sweyne 王が翌年，急死したため，Ethelred 
II はイングランドに戻って，王に復辟し，サクソン王国が復活した。
　しかし1015年になると，亡き Sweyne 王の息子 Canute がデーン軍の大
船隊を率いて再び LONDON に攻め込んできた。頼りの Ethelred II は復辟
はしたものの，病に倒れ，その間，指揮を執っていたのは，Ethelred II の
先妻との息子 Edmund だった。Ethelred II は1016年に亡くなってしまった。
後を継いで即位した Edmund は，Canute との戦いに全力を注いでいた（『ア
ングロ・サクソン年代記』 1015年の章）。




　一方，Ethelred II の２番目の妻 Emma との間に生まれた二人の息子，




　Canute 王（23歳）は，Ethelred II の后であった未亡人 Emma（30歳）
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と結婚し，二人は息子 Harthacanute を授かった。Canute 王はその後，先




　その後を Canute 大王の長男 Harold が Harold I として即位したものの，
義母 Emma とうまくいかず，彼女を王室から追放した。しかし，その
Harold I も５年後の1040年に若くして亡くなってしまった。
　Emma は Harold I の 急 逝 後 す ぐ に 王 室 に 復 帰 し， 最 愛 の 息 子 
Harthacanute をデンマークから帰国させ，王位を継承させた。ところが，










　　　Canute / Cnute：Sweyne の息子，「デーン王朝」の初代王
　　　Harold：Canute の長男，Harold I として２代目の王
　　　Emma：Canute の２番目の妻，Edward 王の母





　　　　　　　　　　　　　　　　   Swein
  　　　　　　　　　　　　　　　　　│
  　　　　　　　　　　　　　　　　　│  　　　　　　　　　　　　　　　　　│
 Aelfgifu5) of Northampton ─ Canute ─ Emma ─ Ethelred II   　　　　　　　　　　　　　　│　　　　　 │　　　　　│   　　　　　　　　　　　　　　│　　　　　 │　　　　　│











Ethelred II の息子 Edward であった。
⑷ Alfred の帰国
　Ethelred II には二人の息子がいた。一人は Edward，そしてその弟 
Alfred である。二人ともノルマンディーに逃れて生き延びていた。
　ところが Alfred は，デーン王朝 Harold I の治世下で，密かにイングラン
ドの WINCHESTER に戻った。そこは Godwin 伯の領土であったが，
Harold I から追放された実母 Emma が，こっそりと身を寄せている場所だ
った。母の保護と支援を期待して帰国した Alfred であったが，母は Alfred 













　前述の通り，Edward は，サクソン王 Ethelred II と母親 Emma の息子
として1005年に誕生している。母親 Emma は３代目ノルマンディー公爵 
Richard の娘である。したがってこの Edward と最初に紹介したノルマン
ディーの Guillaume とは遠い親戚関係にあることになる。すなわち，
Guillaume の祖父 Richard II（４代目ノルマンディー公）は Emma の実兄
である。
　前にも述べたように，Edward は父 Ethelred II の死後，母親 Emma が 







　そして，翌年の1043年の４月３日のイースターの日に WINCHESTER で 














　しかし，Godwin 伯にとって，イングランド王への野望を持った Alfred 
よりも，政治にまったく関心のない Edward の方が好都合だった。Godwin 




　このように人気を博していた Godwin 伯は Edward 王にとって目障りな
存在であったことも確かである。ケント地方の港町 SANDWICH で起きた
事件をきっかけに Edward 王は，Godwin 伯とその息子 Harold（デーン王















　Aelfgifu　─　Ethelred II　─　Emma　─　Canute　 　　　　　│　　　　　　　　│    　　　　　│　 　　　　　│　　　　　　　　│    　　　　　│







































　Harold は Earl of Wessex（ウエセックス伯爵）Godwin の次男として
1038年に誕生。長男 Swein よりも，父 Godwin のお気に入りの息子であった。
　サクソン人 Godwin は，デーン人女性の Gytha と結婚していたため，
Canute 王の信頼を受けやすかった。デーン王朝下で，その Canute 王に大
いに登用され８），他のイングランド貴族たちを排除し，一代で大いに権力を
付け，勢力を拡大し，他から恐れられる貴族としての地位を確立していった。
父の絶大なる援助の下，Harold は Earl of East Anglia（イースト・アング
リア伯爵）に任命され，彼自身も伯爵としての力をつけていった。また 



















のとき，Harold は実弟 Tosti を助けることはしなかった。このことが Tosti 
の恨みを買ってしまい，Tosti の裏切りという形で，兄 Harold に思いもよ
らぬ大きな打撃を与えることになろうとは，そのときは誰にも想像できなか
った。




　Harold II に関係する人々（Walker, p.viii の系図による）
　　　Godwin / Godwine：Earl of Wessex，Harold の父
　　　Gytha：Harold の母，
　　　Edith：Harold の妹，Edward 王の妃











　　　　　Godwin　　─　　Gytha    　　　　　　　　　　│    　　　　　　　　　　│




































⑶ 港町 LE HAVRE
　しかし，大聖堂ではミサが行われていて，午後２時まで聖堂内に入れない
とのことだった。そこでその間に，港町 LE HAVRE に列車で向かうことに
した。この LE HAVRE の海岸からまっすぐ北上すればイングランド南部。
実際，ここはイングランドの各地へ就航するフェリーの要港でもある。




















　この王位継承を巡る Stephen 王（Henry I の甥）と Matilda（Henry I の
娘）の争いを背景に，大聖堂（Peterborough Abbey をモデルにしている）
の建立を絡ませて描いたのが，Ken Follett（ケン・フォレット）の名作 The 






























ンディーに出向いて，Guillaume に伝えるのが Harold の使命であった。し
かし，Edward 王亡き後，その王位を虎視眈々と狙っていた Harold にとっ
て，「ノルマンディーの Guillaume を次期イングランド王として認める」と












　 UBI HAROLD DUX ANGLORUM ET SUI MILITES EQUITANT AD BOSHAM
　（Where Harold, Earl of the English, and his army ride to Bosham）




　Wilson（p.174）は Harold が他の町ではなく，この BOSHAM に立ち寄り，
ここから出港したのは，ここに Harold あるいは彼の父 Godwin（Edward 
の人物紹介を参照）の‘manor house’があったためではないかと考えてい
る。確かに，『アングロ・サクソン年代記』の1048年の章によれば，Edward 
王から国外追放を言い渡された Godwin 伯はこの地 BOSHAM にやって来
て，そこからイングランドを離れたと，ある。
　Harold の一行は，流れの速い潮に押し上げられて，ノルマンディーより
ずっと北の海岸に漂着してしまった。しかしそこは Guillaume ではなく Guy 
侯爵の領土だったため，すぐに捕らえられ，Guy 公爵の館へ連行されてし
まった。Guy 侯爵は Harold に身代金を要求した。
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　一方，Harold 逮捕の報告が Guillaume の元へ届いた。Guillaume は Guy 
侯爵の元へ急いで使者を送った。使者は Harold を直ちに自分の元へ連れて
来るようにという Guillaume の命令を伝えた。Guy 侯爵は Guillaume の申
し出に従い Harold を Guillaume のところへ送り届け，Harold は無事解放











　実際 Guillaume はブルターニュの Conan 伯の反乱鎮圧に Harold を同行
する。Guillaume は直ちに Conan 伯の Dol 城の攻撃を開始した。Conan 伯
は逃亡するが，Guillaume は彼を追討していく。途中でブルターニュの首府 
REDNES も制圧。最後に Dol 城から逃亡した Conan 伯が避難していた 
Dinantes 城を包囲，城に放火。堪りかねた Conan 伯は，Guillaume に降参
するという一連の事件がこの「タペストリー」に詳しく描かれている。この
反乱鎮圧により Guillaume は Harold にその力をまざまざと見せつけてい
る。
　Guillaume の軍は Harold を伴ってノルマンディーに帰還する。
⑷ Harold の偽りの誓い




　Guillaume が玉座に座り，傍に立っている Harold が厳かに「宣誓」をして
いる場面である。Secrets of the Bayeux Tapestry（p.12）によれば，Harold 
はこのとき，二つの聖遺物に触れながら宣誓をおこなっている，とあり，
Tapisserie de Bayeux（pp.14-15）によれば，その宣誓の内容は，「Guillaume 
が将来，イングランド王として即位することを認める」というものであった。
確かに，それは Edward 王の意思であり，それを Guillaume に伝えるのが，
Harold の今回の使命であったはずである。
　この後，Harold の一行は，ノルマンディーからイングランドに戻る。す




る。心配そうに（？）立ち会う Edith 王妃と様子を見守っている Harold 伯。



















式な記録も残されていない（Brewer, p.14）。そうなると，故 Edmund 王の
孫 Edgar も候補者の一人に登ってくるが，彼はまだ幼すぎたのか，ここで
はまったく無視されている。
　自分より適任者が何人かいることを十分理解している Harold は Edward 
王の葬式と彼の戴冠式を全く同じ日に急ぎ済ませたのである。
　Halliday（p.16）は次のように述べている。“When, therefore, Edward 
died childless at the beginning of 1066, the Witan elected Harold as his 
successor.”
　戴冠式の模様は「タペストリー」に描かれている。中央の Coronation 
Chair に座る Harold 。その Harold に王剣をささげている二人の人物がい
る。おそらく，彼らが Harold の即位を支持する the Witan（賢人会）であ


























　この軍勢は，YORK の２マイル南で Edwin 伯と Morcar 伯の連合軍を破
った（the Battle of FULFORD）。そしてYORK の付近を占領し，意気揚々
としていた。この事件は Edwin 伯と Morcar 伯からイングランド王である 
Harold 王に報告された。彼はすぐに自分の軍を率いて，LONDON から 
YORK まで進軍しなければならなくなった。
　YORK 付近に到着した Harold 王は，弟 Tosti とノルウェー王 Harald の
連合軍を完全に打ち破り，この侵攻の張本人の二人を戦死させ，この戦いで
大勝利を収め，Morcar 伯や Edwin 伯に大きな貸しを作ることが出来た。
























ノルウェー王と Tosti の連合船団が YORK に攻め込んできて，そこを占拠











Hengist と Horsa９）の上陸地点の調査で RAMSGATE の付近まで行ったこ
とがある。調査終了後，今回の旅程とはまったく逆方向を海岸線に沿って移
動した。






さらに南下して DOVER へ。DOVER は砂浜のある港も持つが，その周り
はほとんど白亜 Cliffs。ここから海岸線を南西に FOLKSTONE，HYTHE 
な ど を 通 り 抜 け，ROMNEY へ。ROMNEY に は 海 岸 線 に 近 い NEW 
ROMNEY と海岸線からずっと奥に入った OLD ROMNEY がある。両方が
離れすぎていることを不思議に思っていた。
　小さなアンティーク・ショップが立ち並ぶ小さな観光地，Rye へ。今回，
RYE で泊まった Bed & Breakfast（通称 B&B）の主人に教えてもらって謎

















　SEAFORD を経て NEWHAVEN。すぐに BRIGHTON で WORTHING 

































Guillaume は PEVENSEY を諦めたのであろう。
　「バイユー・タペストリー」に戻ろう。
The Battle of HASTINGS
⑴ 戦闘の準備
　Guillaume は，すぐに HASTINGS まで移動することにした。「タペスト
リー」は，まず食料調達，それらが調理されるところ，さらに宴の場面など
細かく描いている。全てが順調に運んでいることを表現している。


















　HASTINGS で城の建築と戦闘の準備で多忙な Guillaume の元に，YORK 






Guillaume の得意とするところで，ブルターニュでの Conan 伯との戦闘で
も城に火をつけたし，この後も彼に抵抗を見せる町々をつぎつぎと焼き払う
のである。
　一方，Harold 王は YORK での勝利に酔う暇もなく，Guillaume の上陸の
ニュースに，急いで LONDON へ引き返さなければならなかった。YORK 
で助けてやった，ノーサンブリアの Morcar 伯とマーシアの Edwin 伯が援
軍として Guillaume との戦闘に参加してくれるはずである。YORK でのす




















































　King Harold lay dead on the battlefield in his native Sussex where he 








　Guillaume が HASTINGS の砂浜のどこかに埋めてしまったとか，戦場に
置き去りにされたままだとか，Harold の母や妻がいる WINCHESTER に送
り返されたとか，BOSHAM の Holy Trinity 教会に埋葬されている（Secrets 
of the Bayuex Tapestry, p.29）とか。しかし，一番確証が高いのは，Harold 
自身が建築させた Waltham Abbey に埋葬されているという説だろう。
　 こ の Waltham Abbey は LONDONの 北，EPPING の 近 く に あ る。






手した。それがこの Waltham Abbey である。しかも，財力に物を言わせて，
Edward 王の Westminster Abbey よりも早く1060年に完成し，イングラン
ドにおける最初の本格的な石造り寺院は Waltham Abbey ということにな















　しかし，Harold 王は，父 Godwin と違って純血のサクソン人ではなかっ
たことをこの村人たちは知っているのだろうか。Godwin 家の系図でも見て
きたように，彼にはサクソン人とデーン人の血が混ざっている。彼を正確に





　Harold 王を倒した Guillaume がつぎに予定していたことは，できるだけ
早く LONDON に入り，そこでイングランド王としての戴冠式を行うこと
であった。しかしイングランドの他の貴族や人々が彼をイングランドの王と
















CALAIS（ カ レ ー） が 見 え る。 わ ず か30キ ロ メ ー ト ル の 距 離 で あ る。
DOVER 城から，港を見下ろしたり，遠くに見えるフランスの対岸を眺めて







　The sea is calm to-night,
　The tide is full, the moon lies fair
　Upon the Straits; ─ on the French coast the light
　Gleams and is gone, the cliffs of England stand,
　Glimmering and vast, out in the tranquil bay.
　　　　　　　　　　　　　　　　─ ＇Dover Beach＇, ll. 1-5
　　　　　　　　　　　　　　　　（‘Dover Beach＇ and Other Poems, p.86）
　Guillaume は城大工や石工をノルマンディーから呼び寄せ，建築を急がせ
た。城の完成の目途がついたとき，LONDON に向かって出発した。途中，














　Guillaume は，デンマーク王 Sweyne がテムズ川を渡ったWALLINGFORD
を目指す。ここは OXFORD に近い場所で，テムズ川のかなり上流に位置
しており，川幅もずいぶん狭くなっている。




　Guillaume の滞在地に，Edgar 自身と彼を支持する Ealdred 司教と 




　このように事態が終結して，Guillaume 一行は亡き Edward 王に認めら
れた正式の後継者として，無事 LONDON に入ることができた。そして 
Guillaume は，その Edward 王が建立した Westminster Abbey で Ealdred 
司教の立会いのもとイングランド王として戴冠した。これが Westminster 
Abbey での最初の戴冠式である12）。ここに William I が誕生した。その日は，
その Edward 王の最初の命日（１月５日）が間じかに迫った，12月25日の




　Guillaume は７代目のノルマンディー公爵であると共に William I として
イングランドも君臨する王となったのである。Guillaume がイングランドに
もたらしたのは，ノルマン訛りを持つフランス語だけではなかった。




伯爵に任命したり，ノルマンディーでは，Duke's steward であった William 






































４） それでもCharles III はこれらのスカンディナヴィア人（ここではノルマン人）
入植者を，さらなるヴァイキングの侵略者に対する盾として利用しようと考
えていた（Nicolle, p.24）。
５）Guillaume は Robert の嫡男ではなく，庶子だったので，後に William the 







６）Secrets of the Bayeux Tapestry（p.9）によれば，‘Aelfgifu (or Aelfgyvas)’
という名前は，11世紀には高貴な地位にある女性の名前として人気があった。
７）Edward の母 Emma がデーン王朝の最初の王，Canute と再婚し，Harthacanute
を出産したためである。
８）Canute の信頼を得たのは，Godwin がデンマークとスウェーデンの両方の王
室の血を引く Gytha と結婚したためであろうと考えられる。したがって 
Harold も王室の血は引いているが，イングランドの王室の血ではなかった。






職業的な騎乗した歩兵の護衛対のこと（Travelyan, p.97 & p.113）。
11）BERKSHAMSTED は， 現 在 で は，LONDON か ら 北 に 向 か う 高 速 道 路 
Motorway １（通称M１）と Motorway 25（M25）が交わるところから，北
西に約15キロメートルほど離れたとことにある。
12）Harold II の戴冠式がどこで行われたのか今でも定かでない。もし Westminster 
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In The Steps of Duke Guillaume of Normandy's 1066 Conquest 
of England
Yasuhiro NOHARA
　In UK, the death of Elizabeth II automatically should place her son 
Charles,  Prince of Wales, on the throne. There should be no difficulty at 
all as to who inherits the crown; no civil strife between her children, 
Charles, Anne, Andrew and Edward. In the past, however, this peaceful 
state of crowning was not common, on the contrary, coronations often led 
to bloodshed; the first in succession to the throne did not always manage 
to mount the throne.
　When King Edward the Confessor died childless in 1066, a question, who 
should succeed the throne, occurred naturally. Edgar, who was the 
grandson of King Edmund, was one, Norwegian-Danish King Harald was 
also one, and Guillaume, the Duke of Normandy was another.
　Nevertheless Harold, the son of Earl Godwin, took a drastic measure: he 
had two services on the same day; King Edward's burial and his own 
coronation, which was extremely unusual even at that time, and which 
eventually aggravated the matter.
　The above three people appealed Harold's coronation. Edgar, however, 
was regarded too small to succeed the throne. King Harald from Norway 
invaded the north of England and occupied York temporarily but was 
finally defeated by newly crowned King Harold at the Battle of Stamford 
Bridge. Guillaume with a stronger claim against Harold was different from 
the two. He was waiting for the good time for a battle with Harold.
　Guillaume was born in 1027 at Falaise in Normandy, France, as an 
illegitimate child of the sixth Duke Robert of Normandy. King Edward's 




　Guillaume made an invasion at Pevensey with a great fleet of warships 
in 1066. As is well-known, he completely beat King Harold's army at the 
Battle of Hastings. Nevertheless, it was more than two months before he 
crowned himself as William the Conqueror, King of England.
　This summer, I visited cities and towns in Normandy which were 
related to Guillaume, and also drove along the south-eastern coast of 
England. This means that I tried to follow the steps of Guillaume's 
conquest of England.
